
   こうのとりブランドマークの使用に関する取扱要綱  

 

（趣旨）  

第１条 この告示は、こうのとりブランドマークの使用その他の取扱いに

関し必要な事項を定めるものとする。  

（定義）  

第２条 この告示において「こうのとりブランドマーク」とは、コウノト

リをシンボルとした自然と共存する持続可能なまちづくりの魅力の発信

等のために市民、事業者等に幅広く活用してもらうことを目的として制

定したこうのとりのブランドマークをいう。  

（デザイン、配色等）  

第３条 こうのとりブランドマーク（以下「ブランドマーク」という。）

のデザイン、配色等は、別表のとおりとする。  

２ ブランドマークを使用しようとする者は、ブランドマークのデザイン、

配色等を変更して使用することはできない。ただし、市長が認めた場合

は、この限りでない。  

（使用基準）  

第４条 ブランドマークは、次の各号のいずれかに該当すると認められる

場合を除き、使用することができる。  

⑴ 不当な利益をあげるために使用しようとする場合  

⑵ 特定の政治、宗教、思想等の活動に使用する場合  

⑶ 法令又は公序良俗に反する場合  

⑷ その他市長がブランドマークの使用について不適当と認める場合  

（営利目的に使用する場合の手続）  

第５条  営利を目的としてブランドマークを使用しようとする者（以下

「申請者」という。）は、こうのとりブランドマーク使用承認申請書

（様式第１号）に次に掲げる書類を添えて市長に提出しなければならな

い。  

 ⑴  事業者等の概要 

 ⑵ ブランドマークの使用の見本（レイアウト、スケッチ、写真、原稿



等） 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類  

２ 市長は、前項の規定による申請があったときは、その内容を審査し、

適当と認めたときは、こうのとりブランドマーク使用承認書（様式第２

号）を申請者に交付するものとする。この場合において、市長は、当該

申請に係る事項について条件を付することができる。  

３ 前項の規定によりブランドマークの使用の承認を受けた者（以下「使

用者」という。）は、ブランドマークを使用した物品等の製作が完成し

た後、速やかに完成見本を市へ提出するものとする。ただし、完成見本

の提出が困難なものについては、その写真をもって代えることができる

ものとする。  

（使用者の責務）  

第６条 使用者は、自らが製作した物品等に関する一切の責任を負うもの

とする。  

（使用承認の取消し）  

第７条 市長は、申請の内容に虚偽があったとき、又は使用を承認したブ

ランドマークが不正に使用されていると認められるときは、使用の承認

を取り消すものとする。  

２ 市長は、前項の規定により使用の承認を取り消したときは、ブランド

マークを使用した物品等の回収その他必要な措置を求めることができる。  

３ 第１項の規定により使用の承認を取り消した場合において、使用者に

損害が生じても、市は、その責めを負わない。  

（権利の設定の禁止）  

第８条 ブランドマークを使用する者は、ブランドマークを使用した物品

等について、意匠法（昭和３４年法律第１２５号）第６条及び商標法

（昭和３４年法律第１２７号）第５条に基づく権利の設定をしてはなら

ない。  

（使用料）  

第９条 ブランドマークの使用料は、無料とする。  

（その他）  



 

 

 

第１０条 この告示に定めるもののほか必要な事項は、市長が別に定める。  

附 則  

この告示は、公布の日から施行する。  

別表（第３条関係）  

デザイン  配色（ＣＭＹＫ）  

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｃ５０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ０）  

（Ｃ０＋Ｍ１００＋Ｙ２０＋Ｋ０）  

（Ｃ０＋Ｍ７０＋Ｙ３５＋Ｋ０）  

■  （Ｃ０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ１００）  

 （Ｃ０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ０）  

 

 

（Ｃ０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ３５）  

（Ｃ０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ７０）  

（Ｃ０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ６５）  

（Ｃ０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ１００）  

（Ｃ０＋Ｍ０＋Ｙ０＋Ｋ０）  


